
Reading Comprehension
英語の語順で理解する
英語を速く正確に読むためには、日本語に訳さずに、英語の語順のまま理解することが重要です。
● SV・SVO・SVC・SVOO・SVOCといった基本的な文型に、**修飾語（M）**を加える語順を意識して情報を得ていきましょう。
● 文章を逆から訳す「戻り訳」をせず、語順通りに読み進める練習を重ねてください。

Part 1 は「名前」「状態・様子」そして「現在進行形」
● 知らない単語が出てきたら、同じグループの単語を5つ調べて、一緒に覚えましょう（できれば、イラストや写真もあるといいですね）
● イラスト付きの英和辞典や英英辞典をつかいましょう
● 辞書は、動物・行事などのジャンル、そして、名詞・動詞などの品詞の記載があるものを使いましょう
● 現在進行形は 動詞＋ing の形になるとスペルが変化するものがあるので、原形が分からなくなることがあります。慣れるまで繰り返し「書く・音
読する」練習をしましょう
Part 2 は「なぞなぞ」
Part 2 の問題は、「答えが文章の中にあるなぞなぞ」だと考えましょう。
● ゲーム感覚で速く、正確に答えを見つける練習をすることで、本番でも自信を持って解けるようになります。
● この練習を通じて、答えを探すスピードと精度を向上させることが、リーディングのスコアアップに直結します。

Part 3 文章の構造を可視化する
Part 3 の問題を解く際には、文章の構造を把握することが大切です。
● 解答の根拠となる箇所にハイライトや下線を引き、文章を視覚的に分解しましょう。
● この作業によって、文章全体の構成や、どの部分が重要なのかが明確になり、より深い理解につながります。

Listening comprehension
● 正しい音声を再現するための、口の形とフォニックスのルールについて、正しい訓練を提供してください

1. 日本語では区別しない母音と子音が数多くあります。全ての音を正確に発音できるよう練習しましょう
2. 文の中で、単語の発音は変化します。日本語にはない、音声変化（強弱リズム）を学んでから、練習しましょう

● 言えない音は聞こえない、聞こえない音は言えません:英語の発音は日本語の母語より音数が多く、また、日本語には存在しない音声変化
（弱音化）が常に発生しています。これらを「感覚的」に「何度もきいて発音を真似する」だけでは足りません。CEFR B1, B2＿へと
レベルアップするためには、英語の音と文字のルールを理解し、実践できることが大切です
（指導者向::「耳慣らし」著者:小川直樹 英語の発音の基礎練習）
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